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図工 にお ける 「関心 ・ 意欲 ・ 態度」 評価の 実施過程

に 関す る社会学的分析

野 田 香 代子 （中央 大学大学院 ）

1． 問題の 所在と本報告の 目的

　 「関心 ・意欲 ・態度」 の 観点別評価 は 、「新

学力観」 を目指す もの とし て 1991 年か ら指

導要録に導入 され た。さらに、2002年 の 学習

指導要領 の 改訂 と ともに、評 定は 、相対評価

か ら絶対評価 へ と更なる変化を遂げる こ とと

な っ た 。

　本研究では、近年の 「学力低下問題 」 の 俎

上 に の ぼ らな い 「周 辺教科 」 で ある図工 の 評

価実践を観察する 。 小 学校の 主要 4 教科にお

い て は、受験学力 と関連が高い こ ともあ り 、

近 年ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ な どの外的要請が高

ま っ て い る。また、評価 の 具体的方法 と して 、

「宿題」 「忘れ物」 「挙手の 回数」 お よび 「テ

ス トの 得点」 （特 に、問題 にお ける 「関心 ・意

欲 ・態度」 項 目の 得点）な どに よ っ て評価 し

うる とい う特性 もある 。

　 し か しなが ら、図工 で は 実技教科とい う特

殊性 か ら、そ の よ うな評価方法 は採用 で きず、

さらに筆記試験等に よっ て 数値化 で きな い 特

徴 ももっ て い る。曖昧な実技 教科 の 評価 を観

察す る こ とに よ っ て 、 従来把握 され て い な い

評価行為や教育活動 の 特異性 を分析 した い
。

2．先行研 究

　渡辺 （2003）は、日米 の 学校 の 評価方法を

比較す る こ とに よ っ て 、日本 の 歴 史の 授 業に

お い て 、 他者 へ の 「共感能力」 とい う情意評

価が 重要視 されて い る こ とを指摘 した 。 また、

金 子 （2003 ）は、「関心 ・意欲 ・態 度」 評価

の 導入 とい う要請が、子 どもの 本来学習 され

るべ き教科内容 よ りも評価 を高め るよ うな戦

略的行為を助長 し、それ に よ っ て 、 学習活 動

が変質して い る実態を明 らか に し た。さ らに 、

Watkins （2007 ＞は 、教師 の 教育 の 志 向性 と

現代的な指導 ・評価方法の 言説 との 間には緊

張関係が あ り、教師が現代的な教育方法に違

和感 を持 ちっ つ も、双 方の バ ラ ン ス を微妙に

保 ち っ つ 教育実践 を行 っ て い る こ とを描き出

した 。

　 こ の よ うに、教育評価の 研 究は 、 評価が教

室 の 実践の 中で 、そ の 教育学的な意図 とは別

に 、 情緒的特質や ア カ ウン タ ビ リテ ィ志向な

どを抱 え ざるをえ な い こ とを指摘 し て い る。

しか しなが ら、本来評価の 客観性が保証 しに

くい 実技教科で は 、さ らに評価が多元化す る

可能性 が ある。 こ の 点 を実証的に 再考する こ

とが本稿 の 目的で ある。

3． 調査 の 方法 と対象

　以 上 の 問題設定の もとに、愛知県内に ある

公 立 の A 小学校の 4 年 1 組 （2004 年度は 、5

年 1組、2 組）で 2003 年 11 月 か ら 2005 年

8 月ま で 11 ヶ 月 間、図 工 の 授業の チ
ーム テ ィ

ー
チ ン グの T2 の よ うな立場 を と りなが ら、

イ ン タ ビ ュ
ー ・参与観察調査 を実施 した 。 ま

た 、 校内の 教師たちに もイ ン タ ビ ュ
ーを して

い る。

4．考察

　子 ども の何 （what ）を評価するか とい う観

点別評価 の 特質は、バ ー
ン ス テ ィ ン の 「類別

（classification ）」 の 側面か ら捉 え るこ とが

で きる 。4 観点 の 評価は、文部科学省か ら既

に決 定 され て い る事項で あ り、こ れ を受け て

教師は評価 を実施す る 。 こ こ に 、 教師の 「創

意工 夫 」 とい うよ うな自律性 が入 る余地 は基

本的に な く、「類別 」 は強い もの で ある とい え

よ う。

　そ の
一

方で 、評価 を 「い か に （how ）」 実施

す るか 、つ ま り評価の 方法に つ い て は、「枠づ

け （framing）」 と捉 え る こ とが で きる。「関

心 ・意欲 ・態度」 の 評価方法 に関 して は 、教

師 の 「創意工 夫 」が 期待 され て い る （国立 教
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育政策研究所や文科省 の初等教育調査官 とい

っ た行政側か らの 要請〉。つ ま り、4 観点の う

ち、と りわけ 「関心 ・意欲 ・態度」 項 目は 、

「枠づ け」 が弱 い 評価項 目 とい え る 。

　 しか しなが ら、主要 4 教科 にっ い て は、ほ

とん どの 教師が 、受験学力 とい う外 的要 請の

強 さに よ り 、
「説明 しやす い 」 形で評価 され、

「創意工 夫」 された特色ある評価方法は リス

ク を伴 うため顕著な差異は生 じて い なか っ た 。

　 これ に対 して、図工 の 評価は特異である。

教師 も図工 の 「関心 ・意欲 ・態度」 評価に つ

い て は以下 の よ うに述 べ て い る 、

30 代教諭 『関心 ・意欲
・
態度』の 評価は難 しい 。」

40 代教諭 「何 が 図 工 の 「関心 ・意欲 ・態度」なの か …。1

50 代 教師 （教 頭） 「『関心 ・意欲 ・態度』 っ て い うの

　 　 は難 し い み た い だ ね。こ ない だ 研修 に 行 っ た

　　 先生 も、そ の 『関心 ・意欲 ・態度』の 評価 は

　 　 難 しい っ て 言 っ て た e あい ま い で 。」

　こ の よ うに A 小の 教師は、図工 の 「関心 ・

意欲 ・態度」 に っ い て 「困難性 」や 「曖昧性」

を語 っ て い る。 し か し、解釈や評価方法が難

しい 評価 で あ りつ つ も、実際 には評価行為は

行 わ ざるを得ない
，

　それ で は 、実際 ど の よ うにそれ を行 っ て い

る の だろ うか。調 べ て み る と、A 小の 8 人中

6 人 の 教師 が 「授業中の 観察 」 を あげ、同様

に 8 人 中 6人 の 教師がワー
ク シ ー トを児童 に

配布 し、それ に どれ だけ書い たか で評価 して

い た。後者 の授業中の ワー
ク シ ー ト記入の 意

図に つ い て は、保護者な どか らの 声に こ たえ

ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ を確保す る た め とい う理

由が挙げられ て い た 。

　本来、ワー
ク シ ー トは 「関心 ・意欲 ・態度」

導入 以前 には 「な い 」 も の で あ り、アカ ウ ン

タ ビ リテ ィ へ の 配 慮か ら、ワーク シ ー トに書

き込 む とい う活動が追 加 され た とい え る 。 評

価 に応 じ て 、教育活動の 変容 が もた らされ た

の で あ る。

　 それで は、子 ども側 は、こ の ワ
ー

ク シ
ー

ト

に対 して 、 ど の よ うにふ る ま っ て い る の で あ

ろ うか 。ある
一

例 を紹介す る。

（事例）児童名 は仮名。

ユ リ は 仲 の 良 い ケ イ コ が ワ
ー

ク シ
ートに 書 い て い る

と き に 隣で 次 の よ うに 言 う。
ユ リ fプ リ ン トに い っ ぱ い 書 い て あ っ た ら、作 る の

　 あ ん ま り、が ん ば っ て な い よ うに 思 われ ち ゃ っ

た り して。作 るの に 時 間 か か ん な か っ た か ら、

（プ リン トに ） い っ ぱい 書い た ん だ な っ て 思 わ

　 れ た り して。」

ケ イ コ 「う
一

ん …　　。」

　　 　 う様子）

（考 え込 み 分 か ら な い とい

　ワ ーク シ ー トが成績評価に入 る と思 っ て い

る子 どももい たが 、 事例 の よ うに 、
ワー

ク シ

ー
トに対 して誤 っ た解釈 をす る子 どももい た 。

何が 成績に入るか を明示 する こ とは、子 ども

の 成績の ための 実践 へ の 対処を促す と感 じ ら

れ る た め に 、教師に よ っ て 回避 されやす い
。

　 こ の よ うに 、 図 工 では本来作品やそ の技能

が評価 され る べ きで あ りなが ら、ワ ーク シ
ー

トの 文章の 方 が評価 され る とい う 「分 か りに

くい 」暗示 的な評価にな っ て い る 。 そ の た め
、

評価の 方法が 「分か らない 」子 どもに とっ て 、

不利な状況 が生 じて い る。

　 こ の よ うな事態が生 じたの は、具体的 に評

価方法を提示 で きな い 図工 とい う実技教科ゆ

え の 「関心 。意欲 。態度」 評価の 「困難性」

や 「瞹昧 さ」 の 現れで あると同時に、評価 の

方法 を具体的に提 示す る の で は なく教師に任

せ て しま うこ とが で きる安易な 「創意工 夫」

へ の 依存 とい うレ トリッ クが あ るか らともみ

え る 。

　 当日資料を配布 して 、詳細な分析を試み た

い 。
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